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署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 宮城県大崎市古川東町５－ 32

区 域 面 積 449,907ha うち森林面積 251,373ha

国 有 林 面 積
（官行造林地を含む）

70,942ha

管 轄 区 の
関 係 市 町 村

気
け せ ん ぬ ま し

仙沼市、南
みなみさんりくちょう

三陸町、石
いしのまきし

巻市、女
おながわちょう

川町、東
ひがしまつしまし

松島市、登
と め し

米市、
栗
く り は ら し

原市、大
お お さ き し

崎市、加
か み ま ち

美町、色
しかまちょう

麻町、美
み さ と ま ち

里町、涌
わくやちょう

谷町、大
たいわちょう

和町、
富
と み や し

谷市、大
おおさとちょう

郷町、大
おおひらむら

衡村

南
三
陸
地
域
に
お
け
る

イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
の
再
生
に
つ
い
て

管内概要

　宮城北部森林管理署は、宮城北部森林計画区
の国有林野約 7 万 1 千ヘクタールを管理経営し
ています。
　管内は西部に南北を走る奥羽山脈の山岳地帯、
東部に北上高地の丘陵地帯及びこの２つに挟ま
れた平野部に大別されます。
　奥羽山脈には、栗

くりこまやま

駒山（1,627m）、船
ふながたやま

形山
（1,500m）等の標高 1,000m 以上の山々が連な
り、原生的な天然林等の「栗駒山・栃

とちけもりやま

ケ森山周
辺森林生態系保護地域」を始め、自然環境の優
れた「栗駒国定公園」や「県立自然公園船形連峰」
などがあります。
　また、丘陵地帯は北上高地の南端部に位置し、
標高 600m 以下の起伏の緩やかな地形となって
おり、東側は太平洋に面するリアス式海岸で「三
陸復興国立公園」、「県立自然公園気仙沼」に指定されています。
　平成 20 年の岩手・宮城内陸地震では大規模な山地災害が発生し、また平成 23 年の東
日本大震災では海岸林等に甚大な被害を受けました。これらの被災箇所の復旧・復興に向
けた事業を推進し、地域の安全・安心を確保するための取組を進めています。
　管内の森林の 91% が保安林に指定され、水源涵養や土砂流出防備等の重要な役割を担っ
ています。また、林業・木材産業においては、大規模合板製造工場や大手製紙会社等があり、
地域における重要な産業になっていることから、国有林としても木材の安定供給に取り組
んでいます。

は
じ
め
に

　

宮
城
県
南
三
陸
地
域
は
、
古
く
か
ら
イ
ヌ

ワ
シ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
三
陸
町
で
は
イ
ヌ
ワ
シ
が
町
の
鳥

と
さ
れ
て
お
り
、
上
空
を
悠ゆ
う
ぜ
ん然
と
飛ひ
し
ょ
う翔
す
る

姿
は
、
地
域
の
住
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た（
写
真
１
）。
南
三
陸
地
域
の
中
で
も
、

石い
し
の
ま
き
し

巻
市
、
登と

め

し
米
市
に
ま
た
が
る
翁
お
き
な
く
ら
や
ま

倉
山
は
イ

ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
地
と
し
て
国
の
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
、
宮
城
県
の
自
然
環
境
保
全
地
域

特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
も
有
名
な
生
息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ヌ
ワ
シ
は
国
内
希
少
野
生
動

物
種
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
で
の
絶ぜ
つ
め
つ滅

が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
種
と
な
っ
て
お
り
、
南
三
陸

地
域
に
お
い
て
も
、
近
年
で
は
そ
の
雄ゆ
う
し姿
を

見
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ヌ

福島県

山形県

宮城県

岩手県

宮城北部森林管理署

取 組
国有林野事業の

東
北
森
林
管
理
局　

宮
城
北
部
森
林
管
理
署
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ワ
シ
の
個
体
数
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

イ
ヌ
ワ
シ
に
と
っ
て
の「
狩
り
場
」が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
戦
後
に
造
成
さ
れ
た
多
く
の
人
工

林
で
は
、
樹
木
が
成
長
す
る
こ
と
で
隣
接

す
る
木
々
の
枝
葉
が
重
な
り
、
上
空
か
ら
地

表
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ヌ
ワ
シ

は
、
草
地
や
伐
採
跡
地
（
写
真
２
）、
放
牧

地
な
ど
の
開
け
た
場
所
で
狩
り
を
行
う
大
型

猛も
う
き
ん
る
い

禽
類
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
上
空
か
ら
地

表
が
見
え
な
い
人
工
林
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
「
狩

り
場
」
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
国

有
林
で
は
、
伐
採
時
期
を
迎
え
た
人
工
林
を

計
画
的
に
伐
採
し
、
木
材
を
安
定
供
給
し
つ

つ
、
再
造
林
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
林

業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
伐
採
跡
地

や
造
林
地
が
継
続
的
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
か

ら
取
組
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
の
再
生
、

と
り
わ
け
「
狩
り
場
」
の
創
出
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

イ
ヌ
ワ
シ
の

生
息
環
境
再
生
の
取
組

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
南
三
陸
地
域
で

は
、
国
有
林
を
含
め
た
地
域
の
森
林
の
所
有

者
、
南
三
陸
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共

団
体
、
自
然
保
護
団
体
等
が
連
携
し
、
平
成

27
年
に
「
南
三
陸
地
域
イ
ヌ
ワ
シ
生
息
環
境

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
民
有
林
と
国
有
林

が
連
携
し
て
、
地
域
で
親
し
ま
れ
豊
か
な
自

然
環
境
の
象
徴
で
も
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息

環
境
の
再
生
と
、
計
画
的
に
伐
採
さ
れ
た
木

材
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
林
業
の
成
長
産
業

化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
管
内

で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
者
や
有
識
者

に
よ
る
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
イ
ヌ
ワ
シ

の
生
息
環
境
の
再
生
に
も
資
す
る
具
体
的
な

伐
採
方
法
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
南
三
陸
町
、
森
林
所
有
者
、

東
北
森
林
管
理
局
が
連
携
し
て
、
イ
ヌ
ワ
シ

の
行
動
圏
内
に
一
定
の
面
積
の
伐
採
地
が
継

続
的
に
作
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
の
５
年
間
の

森
林
計
画
を
国
有
林
と
民
有
林
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
策
定
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
管
内
の

か
つ
て
イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
し
て
い
た
場
所

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
国
有
林

と
民
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
よ
り
低
コ
ス
ト

で
効
率
的
な
森
林
施
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

森
林
所
有
者
、
南
三
陸
町
、
登
米
市
、
石
巻

市
と
東
北
森
林
管
理
局
が
間
伐
等
の
森
林
施

業
を
連
携
し
て
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
を
設
定
す
る
こ

と
と
し
、
現
在
、
協
定
の
締
結
に
向
け
調
整

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
多
様
で
健
全

な
森
林
づ
く
り
が
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境

の
再
生
と
地
域
の
林
業
振
興
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
、
南
三
陸
地
域
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

今
後
も
地
域
の
方
々
と
共
に
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

写真２

写真１

写真３

南三陸町の町鳥、イヌワシ

イヌワシの「狩り場」となる伐採跡地（イメージ）

南三陸町内の国有林における現地検討会の様子
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